


パフ ォー マ ンス 「子 ど もた ちか らの メ ッセ ー ジ」

差別 に苦 しみ、悔 し涙 を流 して い る子 ど もがい ます。

あき らめ ろ とお と な に 言 わ れ た 子 ど もが い ます 。

立ち上 が ろ う と し、打 ちの め され、絶 望 した子 ど もた ち。

≪中略 ≫ 子 ど もは人 間で す。

この 「約 束 」 は 、 そ の こ と を 認 め る と ころ か ら始 ま り ます 。

人間 だか ら差 別 を受 け ない。 人 間だ か ら、権 利 を もって い る。

福 岡 県 「子 ど も会議 」 の筑 紫 支 部 の メ ンバ ー を中心 に と りくん だパ フ オ｝マ ンス は こんな メ ッ

セ｝ ジ か ら は じま っ た 。

地元 実街 委 員会 として、 フ ォー ラ ムの オー プニ ングで ほ権利 条約 につ い ての 共通 理解 が 一束 必 要

では な い か と考 え た 。 しか も、 子 ど も に も分 か りや す い 形 で 、 堅 苦 し くな く伝 え た い と考 え、 子

ど も達 自身 にや って も らえ ない孝、と福 岡 県 「子 ども会 議」 の代 表 委 員会 に相 談 した。

毎 年平 和 集 会 で オ リジ ナル の劇 を作 って上 演 してい る筑紫 地 区の メ ンバ ーが や ってみ たい と取

り親 ん で くれ る こ と に な っ た 。







初 め に荒牧 さんが 、今 年 （98年 ） 6 月、 国連 の 「子 ど もの権利 委 員会 」 か ら 日本政 府 宛 に 出 さ

れた「総括所見」 の勧告 内容 について話 された。①独 立 した監視機構 の設置 ② N G O （市民 グ

ループ） との積極 的な協力、連携 ⑨広報・ 研修 にお ける、子 どもの権利主体性の明確化 ④在

日コ リア ン、 アイ ヌ、 婚外 子 、 障害 を もつ子 な どの差 別解 消 ⑤ 競 争 主義 的 な教 育制 度 の是 正 な

どを上 げ、 資料 に即 して神 奈 川、 東 京、 大 阪 の 自治体 や 地域 で の具 体 的 な取 り組 み を紹 介 し、 シ

ンポ ジウ ムの趣 旨 と方 向 を示 され た。

テー マ 1 の主役 と して、 小宮 山 さん の報 告。 政令 都 市 が子 どもの権 利 条約 を条 例化 す る とい う

試み は、 大 きな注 目を集 め てい るが 、 川崎 市 で は、 それ を 「行 政主 導 の 立場 か ら」 で は な く「子

ど も向 けの広 報 普及 活 動 と条例 作 成 の ため の組 織作 り・ ネ ッ トワー ク作 りに よっ て」 自治 の基 盤

を作 ろ う とい う、 意欲 的 な実践 の報 告 で あ った。

小学校低学年用、同高学年用、中学・ 高校生用 の三種類 の資料作 りとその普及が94年か ら始め ら

れ、 改定 を重 ねて きた。相 談 機 関 の リス ト・ 人権相 談 カー ドを活用 しやす い形 で掲 載 し、 教 職員

及び幼 稚 園児 か ら高校 生 まで市 内全 員 に配 布。 多様 な研 修 に よる意 識 の基 盤作 りと して大 きな効

果をあ げて きた。 つ いで 、市 民・ 子 ども、 学識 経験 者 、行 政 を相互 に結 ぶ、多 種 多様 な組織 とそ

のネ ッ トワ ー ク が 作 ら れ て き た事 情 が 語 られ 、 結 果 だ け で は な くプ ロ セ ス を こ そ 大 事 に し よ う と

いう 「市 民・ 子 ど も参 加 型条 例作 り」 の実 践 に裏付 け られ た報 告 で あ った。 20 00年 2 月 の条例 制

定を 目指 す 敵密 な計 画 も示 され た。

この川 崎 の試 み に早 くか ら深 く関 わっ て こ られ た喜多 さんの提 言 が続 く。 教育 委員 会 、校 長会 、

教職員組合、管理職組合、総合教育セ ンターで組織 された「川崎市 人権尊重教育推進会議」の主

役と して、 子 ど も向 け広報 パ ン フの作 成、 行 政 区 と中学 校 区毎 の 「地 域教 育会 議」「子 ど も会 議」

の育 成 に よる ネ ッ トワ ー ク づ く りに尽 力 。「子 ど も市 民 」「学 校 市 民 （教 職 員 市 民 ）」「マ イ ノ リ テ ィー

市民 」 の三 者参 加 に よる条例 づ くりが 、基 本 原則 とされ た。 国連 委貞 会 の勧 告 に もかか わ らず 、

いっ こ うに進 まない法 改 正 と厳 しい現 実、 な らば市民 ・ 子 ど もの側 か ら、 自治 体 の側 か らよ りよ

いもの を 作 っ て い こ う とい う発 想 が 、 川 崎 を 動 か し支 え て い っ た と い う。

意見 を求 め られ て 「川 崎子 ども・ 夢・ 共 和 国」 で 活躍 して きた大槻 徳 子 さんが 会場 か ら発 言。

学校 を離 れ た子 どもの居 場所 づ く り、 住 み よい 町づ く りの体 験 が 語 られた 。／ト4 か ら中 3 まで の

1 68人 が参 加 して 「い じめ 、不 登 校」 の体 験 を話 し合 った り、将 来 的 に は子 ど も市民 サ ロ ンをや

りたい と抱負 を話 され、 会場 の多 くの 人 々 に夢 と感 動 を与 えた。

つ づ いて 九州 各 地 で、 政治 倫 理・ 情 報公 開条例 づ く りや オ ンブズパ ー ソ ン活 動 に経 験 豊富 な斎

藤さん の提 言 に移 っ た。 国 際条 約 を国内化 して い く上 で、 条例 化 は大 きな意義 を もつ 。 しか し私

たち は まだ まだ条例 づ く りに な じんで い な い。 そ の上 、地 方 自治 法 、地 方 行政 （特 に教 育行 政）

の実 態 は保 護行 政・ 規 制 行政 の体 質 を もっ てい る。 直接 請 求 や請 願 の手 法・ 手 続 きを知 る こ とか

ら始 め る必 要 が あ る。「子 ど もの人権 都 市 宣 言 」 な どを訴 え、 そ れ を手 が か りに条例 化 を立 ち上

げてい くこ と も考 え られ る。福 岡 の厳 しい現 実 を見 つ め、 厚 い壁 をい か に して突破 してい くか 、

県民・ 市 民 に与 え られ てい る課 題 の大 き さ と可 能性 につ いて の、 熟 の こ もった提 言 で あ った。
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休 憩 をは さん で、 テ ーマ 2 に移 り吉 永 さん の報告 。

兵 庫 県川 西市 、 人 口15万 人 、宝 塚市 と伊丹 市 の隣 にあ る と場所 の説 明か ら始 ま り、 以前 か らい

じめ の問題 を深刻 に悩 ん で きた と、 取 り組 み の きっか け を話 され た。子 ど もの実 態調 査 や 緊急 避

難と しての電 話相 談 （子 ど も人権 ホ ッ トラ イ ン） の 開設 、 そ して教 職 員 や子供 向 け に人 権ハ ン ド

ブック を配布 す るな ど、 さ ま ざ まな試 み を続 け て きた。「い じめ に対 す る根 本 的・ 抜 本 的 な対 策

はない の か」「所 詮 、 電 話相 談 は対 症療 法 に過 ぎな いの で は な いか 」 とい う疑 問 の 中か ら、 全 市

的な規模 での取 り組 み に向 け て 「川西 市 子 ど もの人権 オ ンブ ズパ ー ソ ン制 度検 討委 員会 」 の設 置

と な っ た 。 こ う し た盛 り上 が りの 中 か ら、 教 育 委 員 会 の 付 属 機 関 と し て の オ ン ブ ズ パ ー ソ ン の 、

条例 に よ る 制 度 が 目前 の もの と な っ て き た ○ 地 域 ネ ッ トワ ー クづ く りや 行 政 か ら独 立 した 第 三 者

と しての本 格 的 な救 済者 ・ 代 弁者 と して の今後 の課 題 は大 きい と結 ば れ た○

続 いて 、平 野 さん はオ ンブズパ ー ソ ンの 国際 的動 向 につ いて報 告 され た。8 1年 にノ ル ウェー で

設置 されて以 来 、多 くの 国が 設 置 してい る。 そ の役 割 は、大 き く二 つ に分 け る と 「子 ど もの救 済

機能 」 と 「ア ドポ カ シー機 能 （代 弁 者 と して の政 策提 言 や改 善 勧 告）」 が あ る。 世 界 的 な趨 勢 と

して は、 後 者 に重 点 が置 か れ る ように な って い る とい う。個 別 の事 件・ 事 例 へ の直接 介 入 よ りは

制度 全体 を見 渡 す構 造 にな って い る よ うだ。ユ ニ セ フは97年 に、 オ ンブズパ ー ソ ンに不 可 欠 の用

件と し て 、 5 項 目 を あ げ て い る 。

1 ）行 政 か らの独 立 2 ）子 どもの声 を受 け止 め正 し く発 言 で きる 3 ） 子 どもが ア クセス しや

す い （気 軽 に接 触 で きる） 4 ）子 どもに焦 点が置 か れ てい る 5 ） 法 に基 づ い た権 限 （調査 、

勧 告 、提 言 な ど） が あ る こ と つ いで 、子 どもの声 が 届 きや す い よ うに、 ノ ル ウェー で は質 問 や

相 談 を留 守 番 電話 で録 音 で きる よ うに して効 果 があ が って きた こ と、 ス ウ ェーデ ンで は法 改 正 や

自治 体 の施 策 決定 過 程 に子 どもの声 を反 映 しや す くせ よとい う提 言 が お こ なわれ て い るな ど、子

ど もの 意見 表 明 や政 策 参加 へ の、 きめ の細 か な具体 的 な改 善が 始 まって い る こ とが紹 介 され た。

最 後 に、 福 岡 フ ォー ラム の地 元実 行委 貝 長 で もあ る門 田見 さんか ら、 先 進地 の実 践 の素 晴 ら し

さに対 比 して、 地元 福 岡 や 九州 の実 態状 況 の厳 しさ と課題 の大 きさが語 られ た。子 どもは保 護 の

対象 で あ る とす る意識 が根 強 く残 っ てお り、 ど うす れ ば子 ども を権 利行 使 の 主体 に転 換 で きるの

か、本 格 的 な意 見 表 明や 政 策参 加 は どうす れ ば可 能 に な るのか 、 お となの子 ど も観 の転換 ・ 脱皮

が大 きな課 題 で あ る。 官 尊 民卑 、 男尊 女卑 とい う伝 統 的 な本 質 は少 しずつ 克 服 され よ う・と してい

るが 、 冒 頭 、 荒 牧 さ ん か ら も話 され た よ う に 、 この シ ンポ ジ ウ ム も な ぜ か 男 性 ば か り とい う こ と

で、 参加 者 か らの厳 しい ご批 判 を受 け ま した。 川崎・ 川西 そ の他 の先 進 地 の実践 や 運動 に学 びつ

っ、力 をつ け地 道 に輪 を広 げて い く努力 を続 けて い きた い と結 ばれ た○

前段 ・ 後段 の あ と、 か な り多 くの貴重 な質疑 と応 答 が あ り、 シ ンポ ジス トの最後 の 一言 もあ り

ま したが 、紙 面 の都 合 で省 略 させ て頂 き ます 。
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◎ ㊦
㊦

子どもから見たフォーラム、未来ネ ッ トワークの ビデオ作成を終えて

福岡県「子ども会議」議長 ：高 木 正 則

子 どもの権利 条 約 フ ォー ラム は、参加 した一 人一 人 に とって、 い ろ い ろ勉 強 にな った 。現 代 の

日本 で は、 子 ど もの 権 利 が 守 られ て い るか とい っ た ら、 そ うで は な い 。 そ の よ うな 中 、 こ の フ ォー

ラムが行 われ て、 率直 に言 え ば嬉 しか った。

自分 は、 この フ ォー ラム に は実行 委 員 とい う立 場 で も参加 を した。 実 行委 貞 会 には、 最初 の何

度か しか参 加 で きなか ったが、 当 日に向 けい ろん な団体 が 集 ま り、 意見 を出 し合 った りしてい た。

また、 団体 同士 で情 報 交換 を して い た りして い て、 い ろん な こ とが 聞 けて 、今 後 の活 動 の参 考 に

なる ものが た くさん あ った。 ただ一 つ 、実 行 委員 会へ の子 ど もの 参加 が 少 なか った こ とは、 残念

だった。

初 日の全 体 会 の オー プニ ングで は、筑 紫 地 区 「子 ど も会議 」 の パ フ ォー マ ンス と して 、劇 や ダ

ンス、 歌 な どを披 露 した。 これ は、 多 くの お とな に支 え られ なが ら完 成 し、 本 当 に感 謝 してい る。

あ と、 未 来 ネ ッ トワー クの ビデ オ作 成 に は力 を入 れ た。 この ビデ オ は、「子 ど もの権 利 」 を守

ろう と訴 え る も の な の だ が 、 た だ 、 子 ど も の 権 利 だ け を 訴 え る も の だ け で は な く、「お 年 寄 り」

や「障害」 を持 っ た人 …等 の権 利 に も触 れ なが ら作 成 して きた。 そ の 中で、 改 め て気 づ い た こ と
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は、 や は り今 の世 の 中 は、 い ろ ん な人の 立場 で考 え られて い ない とい う こ と。例 えば、 物 理 的 な

もの。 これ は、階段 や道 な どの段 差 、建 物 ‥・等 、誰 もが 使 い やす い か とい っ た ら絶 対 にそ うで は

ない 。 これ は、 本 当 は最初 か ら考 え られ てい た ら解 決 で きる問 題 なの だ 。 また、「人」 同士 の こ

と。 これ は、革 イ スの 人が街 に で る と、 冷 た い視 線 や、 差 別 的 な こ とばが 聞 こ えて きた りす る。

つま り、心 理 的 なバ リア （障壁 ） が あ るの だ。 これ らほ、 一 人一 人 の心 が けで解 決 で きる問題 ば

かりな の だ 。

そ の よ う な こ と を知 っ て も ら い た い 、 考 え て も らい た い と思 い な が ら ビ デ オ は 作 っ て い き ま し

た。

2 日 目の分科 会 で は、私 た ち 「子 ども」 フう‡参加 しに くい状 況 に あっ た。そ れ で、「フ リー スペ ー

ス」 い うの を新 た に設 け た。 こ こは特 に何 も しなか った け ど、 こ こに来 た人 同士 が 友 達 に な った

り して い た し、 本 を 読 ん で い る人 、 何 気 な く座 っ て い る人 等 、 本 当 に さ ま ざ ま だ っ た 。 しか し、

「 子 ど も」 に と っ て い き い き で き る場 所 で あ っ た こ と は 間 違 い な い だ ろ う。

今 年 の フ ォー ラム は、「子 ども」 の参 加 が 多 か った そ うだ。 そ の分 、何 か と気 づ か なか っ た こ

と、 見 落 と し て い た もの が あ っ た か も しれ な い 。 しか し、 こ れ も今 後 の フ ォー ラ ム の 計 画 す る と

きの い い反 省 に なっ たの で は ない だ ろ うか。 私 は、実 行 委貞 会 に少 ししか 参加 で きなか った が、

この フ ォー ラム を成功 させ る ため にみ ん なが 一生 懸命 にな って い る姿 は感 動 的だ った。今 後 は、

「 子 ど も」 の 実 行 委 員 会 も増 や し、 若 い 考 え も取 り入 れ な が ら計 画 し て い く と、 もっ と もっ と お

も し ろ く な っ て い く か も し れ な い 。
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